



























より高い抗体保有率（フレンチブルドック :55.6％ , ミ
ニチュアダックスフント :50.0％ , トイプードル :20％）
であった。これらのサンプルを用いて cADの原因遺
伝子を網羅的に探索するため，柴犬のサンプルを用い
てダニアレルゲン特異的 IgE陽性の cAD発症犬 29頭
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